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C-85　　　孝士先と衿付け縫い代と。関係について

　　　　　　　　東京家政大　○神田和子　　湘北短大　　本田雪子

　　　　　　　　東京農工大　　木下陸肥路

目的　大裁長着の衿の縫製について一連の研究をしてお、!?、前回は社先の位置と前身幅

の関係について検討をし、ﾈ£先点-e の身頃Ｏ衿付け線R傾斜寸法が最も前身幅に影響す

目的　大裁長着の衿の縫製について一連の研究をしてお･!?、前回は社先の位置と前

の関係について検討をし、ﾈ£先点-e の身頃Ｏ衿付け線R傾斜寸法が最も前身幅に影

ことを見いだした・今回は鮭先位置の移動が衿付けの縫い込み具合に影響するので

代の処理の難易度を数値化し、社先位置とその難易度との関係および布地の特性と

の関係を究明する。
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　方法　社先での傾斜寸法は、零から身頃の衿付け線と社の衿付け線が一直線に左るまで

変夕得るo衿付け縫い代の処理０難易度は身頃の縫い込みを衿になじませる度合を表現し

てシヵ主として傾斜寸法K. i.って決まる。そこで傾斜寸法必相違によるこ０難易度を製図

上で徊。先０緯糸０寸法変化から左じみ率としてとらえ、これを数値化する。縫製例として

和服地数種を用いて傾斜寸法を零から最大値まで５段階に衿付けを製作した。縫い込み処

理後の’軸。先での緯布aの移動角を写真撮影にtって測定しこれを実際０縫い込み処理０難

易度と看倣して、数値化にtる難易度と比較検討する。

　結果　1 ）製図上の縫い代処理の左じみ率は傾斜寸法の相違にi.る難易度をよく表わし

ている。一例として上お衿肩明き88 ran、i吐。先寸法220 ヨnの場合について示せば、傾斜寸法を

0、12.4、40.4、48.0Tcra　とした時の々じみ率は37.7、272、142、＆&、O価である。

2 ）実際縫製の衿付け縫い込み処理後の緯布目の移動角は傾斜寸法に影響され、かつ布地

０種類にiっても異たるｏ　この移動角と製図のたじみ率との間にはよい相関がi>る。

C－86 　　　肆のや態,ヒ可絶軋にっヽヽて
東京家攻瓦　o籐本や１　　神a 和子 贋札妙子

　回的　祷は袷長着・棒先に榛成き爪, ^態Jl 貪卑なポイントをしめ, 曲線｡を櫛< j易所Y

して得難丿

にs 。てや態が形＆られいヽろ。樟の形態には笹｡楕、柳棒、を槽なf'の系称がっけらin て

いるが、:こでは棲・形態を棲もの弧置、裾祉寸it､、祷の長さを指匙し機械的に外図を行

ない. I lA らの可地軋、f-に布地の特性-によろ縫製エり影響にっいて衝討を行なう。

　力ぷ裾机寸汰をi ≪i≪, 3 －･､、乖OUR. 6 nm､. ^'－。／β。。't.し, 棒の長cr IT裾机寸itの乙

荷, 貼袷、3 i%. 肪倍を取りぷげ、楕九が擲机寸ぷの士線エに吏まるJ: うに汰史し、衿T-

裸は布目をikしt 直東になろぶ7に丸・延いぷリガ, f, j び'?l if--<n ri.,f を史勾作図を行なっ

r--, なあ･. 布坦り組合わせ ･Jの表一画^. Ik-一錦紗0表一細。襄一細　の友一細　襄‥

モスリンをlfl丿, 裾枇寸μ､ダ・・, (^。・, ? 。m.＼Zよ') %物軋作をし、応較検討を行な、た。

　結果、衿下･i: 布a を通してa嵐にμよIfるこt t.楕死えを裾枇む去りま線よ､に史めろこ

I; いJ形態、絶軟知二作図のik- ')吏施しX 司鮮であ。た。布地の組なかせR)r n裾枇寸広

亭m. b
^，.，S｀。で楕の象さZ.倍乞裾批寸瓜6 ・L

. ?｀。iて'嚇の乏さお一倍の場合バS)z" ほ裾

枕^iま、ら。、?≪<nで樟の長^ Z 倍り場かIJ .いぜ込み分±が多過ぎ縫製よ困菟で'あ、た。




